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　本研究では授業内で生徒にロール（役割）を設定し，そのロールにとって真正な問題を扱う「ロー
ルプレイ教材」の有効性について考察した。具体的には，中学校 3 年生対象の教材「ピザの値段を
決定しよう」を開発し，ワークシートの記述内容やアンケートの分析を行った。その結果，「ロール
プレイ教材」は文章題等に比べて生徒に現実感を与えるものであること，数学にとどまらない多様
な価値観に基づく議論を行わせやすい教材であることが明らかになった。

１．本研究の問題意識と目的

　Society5.0 時代に向けて，人間的な強みとは何か
という問いが注目され，学校現場においても改めて
教育の在り方が問われるようになった。数学教育分
野も例外ではなく，近年，資質・能力に着目した教
材開発研究もさかんに行われている。数学教育を通
して育成すべき資質・能力は何かを考え，それを踏
まえた学習指導法を開発することや授業改善を推進
することは数学科教員にとって今日的で重大な課題
であると言える。本研究では，数学科授業における

「ロールプレイ教材」の可能性を検証したい。とり
わけ，Skovsmose 氏が提唱する批判的数学教育の文
脈で求められる「社会的具体性」（Skovsmose,1994）
の今日的な解釈とも言える「問題文脈の真正性

（authenticity）」に着目し，与えられたロール（役割）
により生徒の思考や，問題の真正性について生徒の
印象に変容があるかを検証することが本研究の主目
的である。従来から教科書等で扱われる文章題より
真正な問題としての「ロールプレイ教材」の可能性
を検証し，数学教育における教材開発の幅を拡げる
ことが本研究を含む長期的な問題意識と言える。

２．ロールプレイ教材について

2.1　ロールプレイ教材と社会的オープンエンドな問題
　先行研究「組合せ論における諸問題を教材とした
クリティカルシンキングを育成する数学授業の開発

（井上・服部・松原・袴田，2018）」では，生徒が
各々の社会的価値判断に基づいた考察を行い広義の
クリティカルシンキングを遂行するという様相を捉
え，問題文脈の真正性が重要であると指摘している。
その中で，一般的な文章題のような「疑似現実的

（quasi-real）なモデル」（飯田，1990，p.143）を授
業等で取り扱う意義を認めながらも，学習者によっ
ては狭義の問題解決となりえる場合もあることを指
摘し，社会的オ―プンエンドな問題を数学の授業で
取り扱うことの意義を提案している。馬場（2009）
は数学的にオ―プンエンドな問題と社会的にオ―プ
ンエンドな問題を区別し，表１のようにまとめてい
る。また，島田・馬場（2014）は社会的オ―プンエ
ンドな問題の特性として，（1）社会的文脈の重視，（2）
問題の特性（真正性），（3）問題の特性（条件付け），（4）
問題解決の中で表出する社会的価値観，（5）問題解
決での問題の取扱い（数学的モデリング）の 5 つを
特定している。

表１　オープンエンドな問題の比較（馬場，2009）

数学的オ―プンエンド
な問題

社会的オ―プンエンド
な問題

目標 数学的考え方の育成 数学的考え方を用いた
社会的判断力の育成

問題 数学的多様な解を有す
る

数学的・社会的多様な
解を有する

方法
数学的多様な解と一般
化，記号化による数学
の深まり

数学的・社会的多様な
解と価値観に基づく議
論による

　井上・服部・松原・袴田（2018）では，生徒にとっ
て真正な問題である「クラスマッチ（球技大会）に
おけるリーグ戦の対戦計画」を題材とし，島田・馬
場（2014）が特定した 5 つの社会的オ―プンエンド
な問題の特性を満たしているかどうかを検証しなが
ら，教材開発を行っている。更なる代替案を提出す
るというクリティカルシンキングを遂行する生徒の
様相を捉えるなど，資質・能力に着目した教材開発
という視点で意義のあるものであった。しかし，生

数学科におけるロールプレイ教材の開発とその検証
～実践事例「ピザの値段を決定しよう」～

井　上　優　輝
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徒にとって「真正な問題」は数多く存在するわけで
はなく，同様の教材を開発することは容易とは言え
ない。そのため，本研究では授業内で生徒にロール

（役割）を設定し，そのロールにとって真正な問題
を扱う「ロールプレイ教材」の有効性について考察
を行うこととした。

2.2　提案授業で扱う教材について
　提案授業では「社会的な文脈の中で，自分と他者
の価値観をすりあわせることができる。また，数学
を活用するとともに，数学の枠を超えた考察を行う
ことで問題解決にあたることができる。」を目標と
している。教材は文脈を消去すると以下のような問
題であり，とりわけ目新しい問題ではない。

直径 36㎝のピザを 3,600 円で販売している店が
ある。直径 49cmのピザは何円で販売するとよい
か。

この問題を授業で扱うのであれば，面積に注目して
値段決定をすればよいことを共有し，相似比から面
積比を求め値段を定めていくことが想定される。も
ちろん，どの値がこの問題を考察する上で有効であ
るかを考察させているため，単純に面積を求める次
のような問題を扱う以上の思考は必要とされる。

大小 2 つの円があり，相似比は 3:2 である。小
さい円の面積が 12 πcm2であるとき，大きい円
の面積を求めよ。

　本研究では，このピザの値段決定の問題をロール
プレイ教材として扱うことで，生徒にとって真正で
はないがロールにとって真正な問題とし，価値観に
基づく議論を発生させることを目指した。

３．授業実践

3.1　授業の概略
　授業実践の概要は以下である。
　対　象：国立大学附属中学校３年生１クラス
　　　　　　男子 18 名，女子 21 名，計 39 名
　日　時：第１時　2020 年 2 月 12 日
　　　　　第２時　2020 年 2 月 13 日
　授業者：井上 優輝

3.2　指導計画
　指導計画は以下の通りである（表２）。

表２　提案授業の指導計画

指導計画（実施時間：全２時間）
指導・学習内容 指導上の留意点

１ ○�ロールプレイについて
説明する。

○問題を確認する。
○個人で考えさせる。
○�グループで考えさせ

る。
○�それぞれが担当するロ

ールを確認させる。
○個人で考えさせる。
○�グループでレポートを

作成させる。

・�この時点では生徒は担
当するロールを把握し
ていない。

・�10 グループを５種のロ
ールに分ける。

・�担当するロールになり
きって考察するように
指示する。

２ ○�同じロールを担当した
グループ同士で意見交
換をさせる。

○�ロールごとに１グルー
プずつに発表させる。

○まとめを行う。
○アンケート

・�同時に発表を行うグル
ープを決める。

3.3　授業実践の概略
　第 1 時は 3～4 人の 10 グループによるグループ形
式で実施した。まず， 資料１  のワークシートと封筒

（担当するロールが書かれた用紙，グループ提出用
ワークシート，下書き用紙，同業他社の広告として
チラシ）を配布し，個人で考察を行わせた（3 分間）。
面積比を用いた考察に終始することを想定していた
が，個々の価値観による考察を行っている生徒も見
られた。その後，グループで意見交換を行わせた（3
分間）。次に，封筒を開けてグループで担当するロー
ルを確認させた。ロールは 資料２  に示す 5 種類（ピ
ザ好きの青年，新製品開発チーム主任，創業者会長，
社長，悪徳専務）であり，各ロールを 2 グループず
つランダムに割り振っている。ロールになりきって
の考察を行わせる際も，まずは個人で考察（5 分間）
させ，その考察をもとにしてグループでレポートを
作成させた（約 20 分）。「こんなロールがよかった」

「悪徳専務をひきたかった」などの発言も散見され，
生徒たちが前向きにロールプレイ授業に取り組んで
いる様子が見受けられた。 資料３  のように数学に
終始しない，個々の価値観に依った自由な考察が各
グループで行われていた。第 2 時では，同じロール
を担当した 2 つのグループで意見を交換させるとと
もに，発表を行うグループをどちらかに決めるよう
に指示した（10 分間）。その後に発表を行わせた（約
4 分× 5 グループ）。最後に，授業者からこの授業に
対する目的意識を話すことでまとめとした。
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3.4　各グループの考察
　各グループで提案した販売価格は以下の表３の通
りであった（H グループは値段設定まで至らなかっ
た）。単純に面積比（36 ２：49 ２）に着目して販売価
格を決定すると約 6,700 円となるため，幅のある価
格設定になっていると言える。

表３　各グループが提案した販売価格

ロール グループ 販売価格

ピザ好きの青年
B 4,800 円
E 4,900 円

新製品開発チーム主任
A 7,210 円
H *

フゾクピザ創業者会長
D 4,900 円
I 約 5,000 円

フゾクピザ社長
C 5,980 円
J 6,000 円

フゾクピザ悪徳専務
F 9,980 円
G 14,000 円

　5 つのロールは 資料２  のような設定がなされて
おり，大別すると，値段を安くしようとするロール

（青年，創業者），値段を高くしようとするロール（主
任，社長，悪徳専務）の 2 つに分けられる。最終的
に設定された販売価格も概ね，ロールの意思に沿っ
たものとなった。考察内容は，各グループとも 資料
３  のようにかなり自由度の高いものであった。例え
ば，ロール「ピザ好きの青年」を担当した B グルー
プでは，手紙を書く際の文体でレポートが書かれた。
消費者意識について言及しながら値段を低く設定で
きるように議論を進めている。また，「4,800 円なら
週 4 で食べる」という記述から青年というロールに
とっての自分ごととして問題を捉えている様子がう
かがえる。また，ロール「フゾクピザ悪徳専務」を
担当した F グループでは，広告や価格表示の仕方な
ど，数学の枠を大きく超えた議論がなされた。他グ
ループの議論内容をまとめると次のようになる（上
述の 2 グループを除いた 8 グループについてロール
順に提示，表４）。

表４　各グループの考察内容

E
青年

L サイズの値段より直径 1cm あたりの値段を
100 円と定め，販売価格を 4,900 円とした。

A
主任

ピザの耳（具の無い部分）を 2cm とし，それ
を除いた面積で考察し L サイズの 2 倍の価格
である 7,200 円をもとにした。開発期間 1 年あ
たり 200 円の価格上乗せを行い，「誰かに食さ
れてこそピザとして完成する」という開発者の
気持ちに基づき 5% の値引きを行い，販売価格
を 7,210 円とした。

H
主任

「成功している他の会社は利益などについて熟
考しているはずだ」という考えに基づき，同業
他社の広告（一般的なピザのチラシ）において
M サイズの価格と L サイズの価格の比がどの
ピザでも概ね等しいことから販売価格を決定し
ようとした。

D
創業者

全サイズ統一価格で 3,600 円，直径 1cm あたり
の値段を 100 円と定め 4,900 円，感覚的に 5000
円程度，面積比で 6,700 円という 4 つの案を出
し，さらにその平均を計算した。議論の結果，
直径 1cm あたりの値段による価格決定案を採
用し，販売価格を 4,900 円とした。

I
創業者

「子どもの笑顔を見たい」というロールの考え
に注目し，広島クアトロの具材は大人向けであ
るため販売価格を少し高くしてもいいのではな
いかと考えた。また，ピザを注文するような家
庭は裕福であると考えた。グループのメンバー
がそれぞれ考える金額を提示して相談し，販売
価格を約 5,000 円とした。

C
社長

面積が L サイズピザの約 1.8 倍であるとみなし
て設定した価格 6,480 円をもととした。一般的
に大きなピザは小さなピザよりお得という考え
に基づき値下げについて考えた。社員の給与支
払いなどを考慮し大幅な値下げを断念して値下
げ額を 500 円と定め，販売価格を 5,980 円とし
た。この価格では買う人が少ないことを想像し，
時々のセールの実施を提案した。

J
社長

面積比で求めた約6,700円をもとにして考えた。
M サイズのピザの販売価格も面積比をもとに
約 1,700 円と考え，グランデサイズは M サイ
ズ 3 枚分より多く，L サイズ 2 枚分より少ない
ため 5,100 円～7,200 円の間で値段を定めよう
とした。あまり高いと買い手が少なくなる，割
り勘がしやすい金額にした方がいいという考え
で販売価格を 6,000 円（税込）とした。

G
悪徳
専務

値段をつり上げるための理由として，高級食材
を使用した，箱が特注である，釜を特注に必要
する必要があるなどを列挙し，最終的に販売価
格を 14,000 円とした。

４　アンケート分析による授業評価

4.1　アンケートの概要
　第 2 時において，本授業に関するアンケートを実
施した。アンケート項目は以下である（表５）。また，
各ロールを担当した生徒の人数はそれぞれ 7～8 人
であり，全体の回答数は 37 であった。

表５　アンケートの内容

Ｑ１�　あなたのグループが担当したロールは何でした
か？ひとつに○をつけてください。

　　　青年　　開発チーム主任　　創業者（会長）
　　　社長　　悪徳専務

Ｑ２�　「広島クアトロ（グランデサイズ）」の値段を
何円にするのが適切だと思いますか？10 秒以内
に直感で決めて，その金額を書いてください。
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Ｑ３�　グループで考察をする際に意識したことを箇条
書きで２つあげてください。２つ以上の項目があ
る場合は特に意識したことを２つ書くようにして
ください。また，意識したことが１つ以下の場合
は，２つあげる必要はありません。

Ｑ４�　数学の教科書に載っている文章題を現実度１，
勉強や部活や恋愛などでみなさんが日常でかかえ
る問題を現実度 10 としたときに，この授業で扱っ
た問題の現実度はどれくらいのものでしたか？　
0 以上 10 以下の整数で直感的に答え，その理由
も書いてください。

　　　※�アンケート用紙に記述の不備があり，回答欄
では「1 から 10 の整数」としていた

Ｑ５�　この授業（ピザの値段決定）の感想を書いてく
ださい。

4.2　アンケートの意図と分析
4.2.1　Ｑ２について
　この項目は，担当したロール（思考の方向性）に
より直後の生徒自身の感覚に変化が生じうるのかを
調べるために設定した。回答した金額の平均値を担
当ロールごとにまとめると以下のようになった（表
６，小数第 1 位を四捨五入）。

表６　担当ロールとＱ２の回答（平均値）

青年 主任 創業者 社長 専務
5,525 円 6,657 円 4,930 円 6,040 円 6,529 円

　値段を安くしようとするロール（青年，創業者）
を担当した生徒の方が，適切な販売価格を低く設定
する傾向が見られた。

4.2.2　Ｑ３について
　担当したロールにより記述に変化があるかを調べ
るために設定した項目であった。「できる限り安く
すること（青年）」「消費者の買いやすさ（社長）」
などロールに特化した記述とともにロールに依存し
ない内容も多く見られた。抜粋すると以下である（生
徒記述原文）。

＜ロールに依存した内容＞
・�できるだけ安くできる理由をお店の利益にもなるような

視点で見つけること（青年）
・お金がかかる（具材がのる）面積で考える（主任）
・�その値段で売った場合の利益で本当に会社を回していく

ことができるか（社長）
・法にひっかからないかどうか（専務）
＜ロールに依存しない内容＞
・自分がそのロールの立場だったらどう考えるか
・ロールを全うすることができているかどうか

・あまりにも根拠があいまいなことは書かないようにした
・�根拠も大切だが，実際に買う側，売る側の立場にもなっ

て考える
・他の人がなぜそのように考えたのかを質問する
・単純な計算だけで答えを終わらせないこと
・ボツ案も大事にすること

　ロールプレイの趣旨を理解して授業に取り組んで
いた様子がうかがえる。とりわけ，「単純な計算だ
けで答えを終わらせない」という記述からは，この
生徒が本教材を社会的オ―プンエンドな問題（島田・
馬場，2014）として扱っていたことがうかがえる。

4.2.3　Ｑ４について
　ロールにより生徒が感じる現実感に差が生じうる
のかを検証するために設定した項目である。回答の
平均値は以下のようになった（各ロール・男女別に
集計，小数第 2 位を四捨五入，間隔尺度として扱っ
ている，表７）。

表７　担当ロールとＱ４の回答（平均値）

全体 男子 女子
青年 6.6 5.6 8.3
主任 4.0 3.0 4.2

創業者 6.0 6.0 6.0
社長 4.7 4.3 5.0
専務 6.3 6.0 6.5

　生徒と年齢の近い青年ロールでは数値が高いが，
生徒とは全く異なる専務ロールでも同程度の数値で
あった。さらに，本教材で設定したロールはすべて
男性であったが，男子生徒の方が現実感を感じてい
るということはなかった（男子平均 5.4，女子平均
5.7）。サンプル数が少ないために明言することはで
きないが，この結果からはロールが自分に近いかど
うかは感じる現実感に影響しないと考えられる。ま
た，ロールに依らず，生徒たちが非常に高い現実感
を感じている様子がうかがえる。

4.2.4　Ｑ５について
　Ｑ５の内記述容に対しテキスト分析（フリー・ソ
フトウェア KH Coder を使用）を行った。生徒を「値
段を安くしようとするロール（青年，創業者）」「値
段を安くしようとするロール（主任，社長，専務）」
の 2 つのグループにわけ，それぞれ抽出語を頻度順
に上位項目を整理すると表８のようになった。ここ
でも，グループによる極端な違いは見られなかった。
また，具体的な記述からは，本教材を社会的オ―プ
ンエンドな問題（島田・馬場，2014）として捉えて
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いたことがうかがえる（下線部）。抜粋すると以下
である（生徒記述原文，下線部は筆者による）。

表８　抽出語（頻度順）

安くしようとする
ロール

回答数：16

高くしようとする
ロール

回答数：21
思う 10 考える 14
考える 6 思う 10
授業 5 値段 9
面白い 5 楽しい 8
ロール 4 人 7
意見 4 ロール 6
数学 4 数学 6
値段 4 立場 6
決める 3 違う 5
視点 3 色々 5
出す 3
様々 3

・�数学的にだけ考えるのではなく経験から導いたり，様々
な場合を考えたりするのがおもしろかったです。反対に，
日常生活の中でも数学が使える場面もたくさんあるのか
なと思いました。

・�担当したロールが違うと考え方もそれぞれの班で違っ
て，いつもは数学的にしか問題をみていないので，それ
を超えた学習をすることができて良かったです。

・�今回のピザの値段決定に担当のロールがもしなかったら
ただの計算で解くのが終わってしまうけれど，ロールが
入ることで日常的な感情なども答えに交えるように問題
を解くことができたので，すごく楽しかったです。

・�49cm のピザってそんなに食べるかな？と思った。あと
具のとり合わせがおいしくなさそうだった。普段は絶対
に考えないだろう立場の人の気持ちを考えるのが楽し
かった。

５　おわりに

　本研究では，数学教育における教材開発の幅を拡
げることを目的とし，「ロールプレイ教材」の可能
性を検証した。とりわけ，社会的オ―プンエンドな
問題を数学科の授業で扱うための教材開発に寄与す
ることを目指した。本実践では，ありふれた問題

（ピザの販売価格設定）を源問題とし，ロールプレ
イ教材を開発した。ロールを設定することで，面積
比による考察のみならず様々な視点からの考察が行
われ，数学にとどまらない思考が活発に行われた。
本研究の成果等を端的に整理すると以下のようにな
る。

・�ロールプレイ教材を扱うことで，数学にとどまら
ない多様な価値観に基づく議論を行わせることが
できる。

・�ロールプレイ教材は文章題等に比べて，生徒に現
実感を与えるものである。

・�ロールによって表面的な考察内容は異なるが , 根
本的な思考の方向性まで変化するかどうかは捉え
きれていない。

・�生徒に近いロールの方がより強く現実感を与える
というわけではない。
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Abstract:

In this study, we examined the effectiveness of "role-play materials" in which students are assigned roles in 
the classroom and have to deal with problems that relate to those roles. Specifically, we developed a teaching 
material, "Let's decide the price of pizza," for third graders in junior high school, and analyzed the contents 
of worksheets and questionnaires. The study found that "role-play materials" give students a better sense of 
reality than textbooks and they can easily have discussions based on various values that are not limited to 
mathematics.

Development and Validation of Role-play Materials in 
Mathematics Classes

～ Let's Decide the Price of Pizza ～

Yuuki INOUE
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�資料１  　個人用ワークシート
資料１ 個人用ワークシート 
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資料２  　ロールについて（縮小してまとめている，各グループにいずれか１枚を封筒に入れて配布）

資料２ ロールについて（縮小してまとめている，各グループにいずれか１枚を封筒に入れて配布） 
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資料３  　グループ提出用ワークシート（生徒記述例，記名部分は消去）

Ｆ班
ロール：悪徳専務

Ｂ班
ロール：ピザ好きの青年

資料３　グループ提出用ワークシート（生徒記述例，記名部分は消去）
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